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平成２５年度第１回新城市地域公共交通会議 会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２５年６月１３日（木）午前１０時１５分から午後１２時０５分まで 

 

２ 開催場所 

  旧市民体育館第１会議室 

 

３ 委員（１７名中１６名出席、うち代理出席２名） 

所  属  等 氏  名 備   考 

新城市長 穂積 亮次 会長 

名古屋大学大学院環境学研究科 

都市環境学専攻准教授 
加藤 博和 副会長 

バス利用者代表 夏目 善之 座長 

公益社団法人愛知県バス協会専務理事 古田 寛 代理：冨山 純史 

豊鉄バス株式会社取締役営業企画部長 藤田 信彰  

豊鉄タクシー株式会社代表取締役社長 清水 康朗  

豊橋鉄道労働組合中央執行委員長 長坂 和俊 欠席 

新城市社会福祉協議会長 瀧川 正喜  

新城市老人クラブ連合会長 佐宗 靖厷  

新城市小中学校ＰＴＡ連絡協議会代表 

（千郷小学校ＰＴＡ副会長） 
村松 英治 監事 

バス利用者代表  田村 太一 監事 

中部運輸局愛知運輸支局 

首席運輸企画専門官 
小河原恵吾  

愛知県地域振興部交通対策課主幹 古橋 昭 代理：尾崎 弘幸 

愛知県新城警察署交通課長 大野 眞  

愛知県新城設楽建設事務所維持管理課長 杉野 文人  

新城市総務部長 清水 照治  

新城市市民福祉部長 佐宗 常治  

 

４ 会議次第 

 

１ あいさつ 

２ 報告事項 

 (1) 地域公共交通確保維持改善事業の第三者評価委員会の報告について 

 (2) 新豊線 千郷小学校通学バスの運行の見直しについて 

 (3) 新庁舎建設に伴うバス停の位置について 
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３ 協議事項 

 (1) 生活交通ネットワーク計画について 

 (2) 夏休み小学生５０円バスについて 

 (3) 公共交通関係のスケジュールについて 

４ 意見交換 

５ その他 

 

５ 議事の結果 

事務局 

 定刻になりましたので、ただ今から平成２５年度第１回新城市地域公共交通会議を開催いたします。

本日は、お忙しい中にもかかわらず、新城市地域公共交通会議にご出席をいただき誠にありがとうご 

ざいます。それでは、早速ですが、次第に基づき始めさせていただきます。はじめに、会長であります 

市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

あいさつ（穂積会長） 

 どのようにしたら利便性を向上させて従来の守りの姿勢からできるだけリーチを伸ばして、また、使

い勝手の良い親しまれる、支持される公共交通ネットワークを形成をしていくのか、このような観点か

らこの会議をお願いをし、また国土交通省等の助成を受けまして、新たなネットワークの整備に順次取

り組んできたところでございます。今日の資料の中に、この間の各路線の特徴的な変化あるいは収支率、

利用者数など変化が出ております。また、各地区から守り育てる会、本会のような形でこの路線バスを

守っていくと共に育てていく、そのような取り組みも広がってきて、皆様方のご努力に深く感謝を申し

上げるわけであります。また、さらに作手と市内とを結ぶ路線につきましても、人数の増大などを含め

まして通学の足の確保などにも努めてまいりました。しかし、またそのような努力の一方で、まだまだ

抜本的な解決というには程遠い現状もあろうかと思います。皆様方、日々取り組まれながらいろいろな

思いを抱きながら、見守っていただけていると思います。今後、高齢化が進み、また、学校の統廃合な

ども進んでいかざるを得ない状況がございます。それにつれて免許を持たない、あるいは免許を持って

いても運転をされない、返上される高齢者の方も増えてまいりますが、そうした地域であればあるほど

足の確保に難儀をする地域というところが明確に見えているわけであります。そうした中で利便性の確

保とともになんといっても生命線としての安全安心の確保のためにも公共交通のあり方というのをいろ

いろな意味で見直し、また、整備を図っていかなければならないと思います。料金のあり方、ダイヤの

あり方、あるいは様々な施設、設備のあり方なども当然であります。さらに、１年半後には新東名高速

道路の新城インターチェンジ開通を控えておりまして、一方では観光面から二次交通の充実などのテー

マもかかってきており、さらに周遊性を高めるためのバスの活用というようなアイデアを観光アクショ

ンプランの中から浮かび上がってきております。こうした多様なニーズ、また、これからの求められる

課題に対応しながら多くの皆さんの知恵を結集しながら、こういった路線バスの確保、公共交通の確保

に努めていきたいと思います。一方、北設楽郡においての北設楽郡の町村の枠を超えて公共交通の整備

ネットワーク化が進んでおられます。私どもはまだまだ一つの課題として田口線の問題などいろいろな

課題がある中ではありますけれども、より一層の連携強化をしながら、この奥三河地域の明日のために
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少しでも住民の皆さんの役に立てるような交通ネットワークの形成に励んでいかなければならないと思

っているところであります。どうかこの会議を通じて、様々な角度から忌憚のないご意見をいただいて、

また、積極的にそれを取り組みながら料金や、あるいはダイヤの問題も含めまして、一歩ずつでも改善

をみながら少しでも立ち止まらずに前を向いて進んでいかなければならないと思っているところであり

ます。ご多忙の中大変いつもお時間をとらせて申し訳ございませんが、公共交通会議の意義をご理解い

ただきまして、今後も一層のご指導ご鞭撻、そして様々な提案をいただけますようにお願いを申し上げ

まして、開催に当たりましてのご挨拶とさせていただきたいと思います。どうかよろしくお願いいたし

ます。 

 

事務局 

 ありがとうございました。続きまして副会長であります加藤先生から一言ご挨拶を頂戴したいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

加藤副会長 

 現在、国土交通省では、今日も議論します生活交通ネットワーク計画が一巡していますのでこの仕組

みをどういうふうにしていくかという話、あるいはそれも含めて地域公共交通を、地域再生であるとか

成長戦略の中でどう位置付けていくかという検討をやっています。それからもう一つ、いわゆる白ナン

バーの有償運送、自家用有償運送の事務を市町村へ移管するという話がありまして、それについての検

討会が内閣府で始まるということでそれの委員になって取り組んでいます。色々な新しいことが次から

次へと出てきて、そろそろ落ち着いて、制度は固定してもう少し中身をやりたいなと思っているところ

でありますが、なかなか落ち着かない状況です。とはいえ、この会議もそうなのですが、いろいろやっ

ていく中で、仕組みがまだきちんとしていないのでいろいろ不都合なところがありますし、それから逆

にそういった制度は制度としてやはりそれぞれの路線あるいは地区をどうしていったらいいかというこ

とを話し合う必要が非常にあるし、重要だと思います。今日は意見交換という欄を作っていただいたの

ですが、いつも意見交換がなかなかできない状態で終わってしまっていると思うので、できる限りそう

いう時間ができるといいなと思っています。また私自身がそういうことに対してどう考えるか、アドバ

イスするとか、あるいはもっと抽象的な話になりますが、先ほどのいろいろな制度検討にどう生かして

いくかということも考えながら臨みたいと思います。あと、２６年１０月に田口新城線の見直しという

のが以前から予定されていて、だいぶ先の話だと思っていたらあっという間に一年ちょっとになってき

たということで、決して時間は多くないということでこの検討をきちっとやらなければいけないという

ことがあります。是非そういったことも含めて中身がある議論ができたらいいなと思っておりますので

よろしくお願いします。 

 

事務局 

ありがとうございました。年度初め第１回の会議ということでございますので、委員の交代もござい

ます。簡単に所属氏名程度で結構でございますが、夏目座長から順に簡単に自己紹介をお願いできたら

と思っています。よろしくお願いいたします。 
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夏目座長 

 市内で自営業をしております夏目でございます。よろしくお願いいたします。 

 

冨山委員 

 愛知県バス協会代理で出席させていただいております、冨山と申します。よろしくお願いいたします。

６月１０日に私どもの総会がございまして、以前、前選の長崎の方から古田の方へ変わっておりますの

で、またよろしくお願いをいたします。 

 

藤田委員 

 おはようございます。豊鉄バスの藤田でございます。５月１日付で前任の冨安が豊鉄の方に戻りまし

たので、その後任として参りました。よろしくお願いいたします。 

 

清水委員 

 豊鉄タクシーの清水でございます。よろしくお願いいたします。 

 

瀧川委員 

 社会福祉協議会の瀧川です。よろしくお願いします。 

 

佐宗委員 

 新城市老人クラブ連合会の会長の佐宗です。よろしく。 

 

村松委員 

 千郷小学校ＰＴＡの副会長の村松です。よろしくお願いします。 

 

田村委員 

 一応バス利用者代表ということになっております田村と申します。昨年度末に辞任を申し出たのです

が、座長預かりというままになっておりまして、そのまま保留ということで今年もお世話になることに

なりましてよろしくお願いいたします。 

 

小河原委員 

 愛知運輸支局の小河原です。５月１６日に国の予算の成立の翌日に西尾から変更になりまして異動に

なりました。どうぞよろしくお願いします。 

 

尾崎委員 

愛知県交通対策課の代理になります尾崎と申します。委員の方は古橋に代わっておりますがこの会議

には昨年度も出ております。よろしくお願いします。 

 

大野委員 
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新城警察署交通課長の大野といいます。よろしくお願いします。 

 

杉野委員 

国道と県道の管理をしております愛知県新城設楽建設事務所維持管理課長杉浦です。よろしくお願い

します。 

 

清水委員 

新城市役所総務部の清水といいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

佐宗委員 

同じく市民福祉部長の佐宗と申します。今年の４月からですのでよろしくお願いします。 

 

事務局 

 ありがとうございました。それでは事務局の方も担当が変わっておりますので簡単に氏名等の紹介だ

けさせていただきます。私、行政課長の請井と申します。よろしくお願いいたします。続きまして、福

祉課長の田中でございます。行政課の副課長菅沼です。同じく行政課の長坂です。同じく行政課西山で

ございます。続きまして鳳来総合支所地域振興課の夏目でございます。作手総合支所地域振興課の河村

でございます。以上、職員の紹介をさせていただきました。それではここからの議題につきましては、

座長の取り回しによりまして進行をお願いいたします。よろしくお願いします。 

 

夏目座長 

ありがとうございます。初めての方もいらっしゃいまして、本当にお忙しいところありがとうござい

ます。よろしくお願いいたします。座長ということでさせていただいておりますけれども、できるだけ

皆様から本当に思ったことを言っていただくという雰囲気づくりをしたいなと思ってやっていますが、

なかなかそういうふうにはならなくて、緩い座長で今年も行きたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。それでは事務局さんの方から報告事項を、資料が事前に送られていたものと今日のものとあっ

て、入れ替えか何かがあるということで、その辺を説明してもらったうえで報告事項１番から順番に行

きたいと思います。よろしくお願いします。 

 

事務局 

それでは事務局の方から説明をさせていただきます。まず資料でございますが、事前に郵送させてい

ただいております資料でございますが、本日お配りしたものと差し替えをお願いします。それから追加

の資料といたしまして、資料１ということで国土交通省の方から出ております地域協働推進事業につい

て、それから広報ほのか特集号、バス車内事故防止というチラシを１部追加させていただいております

ので、ご確認をお願いいたします。 

それでは報告事項の１番といたしまして、地域公共交通確保維持改善事業の第三者評価委員会の報告

について説明をさせていただきます。去る５月１７日に名古屋合同庁舎において第三者評価委員会が行

われまして、資料の１の地域公共交通確保維持に関する自己評価概要を用いて自己評価を行ってきたと
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ころでございます。次第をはねていただきますとそこから４ページほど資料がございます。簡単な説明

をさせていただきますと、１ページですが協議会が目指す方向といたしましては、第１次新城市総合計

画に基づく公共交通に関する重点施策を実現するために、新城市公共交通総合連携計画というものを平

成２０年２月に策定をしております。この計画では公共交通システム推進のためにご覧のような６つの

大きな柱を立てております。それを受けまして２ページですが、具体的な取り組みとそのプロセスでご

ざいますが、２ページにありますように運行形態、それから路線網の見直しと料金体系を逐次直してき

ております。一例といたしまして、作手線の増便とルートの変更、それから運行ダイヤの見直しによっ

て作手地区から新城市の中心部にあります高校への通学と、それから豊川豊橋方面へのアクセスが便利

になっております。それから、料金も距離制からゾーン制と変更しまして、バス路線の利便性を向上す

るということで、路線を守り育てる会というものを設置して、路線の利用者から意見を聞くなどして利

用しやすいバス路線の構築を目指してきました。それで４ページに自己評価から得られた今後の課題、

これからの対応ということでございますが、利用者からいただいた課題等といたしましては、やはり乗

り継ぎ時における待ち時間の長さ、それから運行ダイヤと運行回数への不満があります。こういった課

題の解消に向けまして、今後も改善に取り組んでいきたいということです。また、広域連携における課

題として田口新城線があるわけですが、新城市と北設楽郡を結ぶ民営バス田口新城線は、新城市と北設

楽郡の地域公共交通全体の課題ということもございますので、今後も引き続き両協議会、それから事業

者において検討を重ねていきたいという旨を説明させていただきました。それを受けまして、第三者評

価委員会からご意見、評価をいただいております。伊豆原先生からは路線を守り育てる会など地域みん

なで一緒になって意見を聞いてやっていきたいということはよくわかるが、その意見をどのように受け

止めて整理し、展開していくのか、それから行政として何をやっていきたいのか、役割は何であるのか

という点が少し見えないという評価、意見をいただいております。それから加藤先生の方からは、新城

市は過疎地域でありまして、利用者を大幅に増やすということは難しい、だからせめて利用者は減って

も利用者の満足度を上げていこうと、満足度×利用者の評価数としていること。それから満足度は０．

８から１．２としまして、１を基準値としまして、０．８は不満、１．２であれば２０％利用が増えた

というような値にして計算をしていくということ。それから、普通は補助金をもらっている路線だけを

評価するけれど、新城の場合は、この評価手法を全線に取り入れているところが売りであると、だから

そこを言わないといけないですよと。それから新豊線、田口新城線、本長篠海老線につきましては、豊

鉄バスさんの路線でありますので、資料の３ページのところに数値が入ってありませんけれど、豊川市

さんたちと共同して良く路線を変えていくという作業がこの後２５年それから２６年に控えているので

改めてここのデータ取りはしていただきたいという意見をいただきました。簡単ではございますが以上

で説明を終わらせていただきます。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。何かご意見とか感想とかあったらお願いしたいと思いますが、村松さん、本

当になんでもいいので何か思ったら言ってくださいね。遠慮なく聞いてください。専門用語がいっぱい

出てくると思うんですが、なんでもいいのでぜひ聞いてください。事務局さんいつも要望ばかりで申し

訳ないですが、地名とかがどんどん出てくるじゃないですか、ここにお集まりの方は基本的に地元のこ

とお分かりの方かもしれませんが、大きな地図を一枚いつも言っているんだけど一個貼ってもらって、
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今ここのことをしゃべってるよとか、こういうふうなことをしたいよとかいうふうにしてもらえると非

常にありがたいと思います。 

 

事務局 

 わかりました。とりあえず事前にお配りをさせていただきましたバスマップというのがございまして、

その裏面を見ていただきますと、地図が出ております。そちらを今日は参考に見ていただければと思い

ますのでお願いいたします。 

 

夏目座長 

 報告事項の１は、よかったですかね。 

 それでは、報告事項の２番の新豊線の件をお願いします。 

 

事務局 

 それでは報告事項の２点目を説明させていただきます。すいません、座って説明をさせていただきま

す。先ほど市長のあいさつの中にもございましたが、新豊線、千郷小学校通学バスの運行の見直しの件

ですが、このことにつきまして５月１０日付で委員の皆さんに書面協議をお願いしたところでございま

す。国道１５１号川田山田平交差点東側の道路用地の一部を占用させていただきまして、バス停を設置

し新たな運行ルートによる児童の通学バス運行によりまして、児童の安全確保を早期に行いたいという

ことで、新城市地域公共交通会議に年度早々書面協議ということでお計りをいたしました。その協議の

結果でございますが、全委員の皆様から合意をいただいております。なお、新城警察署大野課長様から

は違法駐車対策、道路往来の交通事故防止対策、街路灯の設置などについてのご意見を付けていただい

ております。現在の状況でございますが、豊鉄バスから中部運輸局への手続き、それから道路管理者で

あります新城設楽建設事務所、新城警察署他の手続き等の調整を終えまして、バス停の設置工事につき

ましては今月１９日までに終えるという予定で、２０・２１の２日間で千郷小学校のバス通学児童の現

地での指導を小学校で行いまして、６月２４日月曜日から運行を開始したいという予定で順調に進める

ことができております。各委員の皆様、それから関係のご協力に感謝いたします。以上、報告させてい

ただきました。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。何かご意見ございましたら。それでは、とりあえずまた後で何かあったら是

非お聞きしたいと思います。では３番の新庁舎建設に伴うバス停の位置についてお願いします。 

 

事務局 

それでは報告事項の３番目といたしまして、新庁舎建設に伴うバス停の位置についてということでお

願いをいたします。資料の９ページ、それから本日追加の資料でお配りをさせていただいております７

ページの方をご覧ください。新庁舎の建設地の決定によりまして、学識経験者、それから公募市民等か

らなる新庁舎建設構想市民会議を平成２３年８月に設置をしまして、平成２４年の１月に新庁舎基本構

想が市に答申をされました。その答申を受けまして新城市新庁舎基本計画を策定し、基本設計の段階ま
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で来ております。その段階における配置計画が資料３のようになっております。確定ではございません

が、バス停を資料の中央部分に持ってくるということになっておりますことを報告させていただきます。

簡単ですが、説明は以上です。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。これは何かご意見をいただきたいというようなことではないですか。 

 

事務局 

 いただければと思います。 

 

夏目座長 

 隠さなくていいので何が聞きたいのか正直に言っていただければ。 

 

事務局 

 ちょっと気になったのが、バス停をこのロータリーというか中にもってきますと、ここの交差点から

バスが新しくできた道路の中進入をしまして、このロータリーで乗降しまして、その後でまたここの交

差点に出てということになります。そういったことで、ここの交差点も結構信号待ちがありますので、

そこがちょっとどんなものかということが気になりまして。特にバス事業者さんからしますと、富永か

ら飛んできて初っ端の所で、ここで信号で止まってしまうということがどうなのかなというところがち

ょっと疑問に思いましたので、どんなもんでしょうということでお計りをさせていただければと思いま

す。 

図面なんですが、ここにロータリーがございます。こちらから来るバスについては、入ってロータリ

ーまで行ってそこでバス停ということで、また出るときはいったんこの交差点に戻ると、それでこちら

に出るというようなイメージで考えている案になっていますので。ここの出入りはない、あくまで体育

館前の交差点でのバスの出入りという形のロータリー設置案という状況でございます。 

 

夏目座長 

 何かご意見をお願いします。事業者さんの方から何かご意見があったらということで事務局さんから

ありましたが。 

 

藤田委員 

 これはすべての路線のバス停をロータリーの中に入れるということですか。今道路上で停まっている

バス停は廃止して、こちらに入れるということで、とりあえずお聞きしておけばよろしいですか。 

 

事務局 

 正直そこまでの調整案ではないです。 

 

藤田委員 
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 正直、普通ロータリーの大きさですとか、よく駐車場に入る車で前が詰まってバスが動けないですと

か、よそでそういう例が散見されますので、駐車場の入口とも重なっているように見えますので、この

辺が朝スムーズに動けるかどうかというところも気になるのですが、そもそも中に入るのかというとこ

ろ、バス停との使い分けですね、今市役所に入っているのは道路上にあるのですけれど、それをすべて

中に入れて市役所で乗り降りされる方、市役所が目的の方は利便性が上がるし、安全性もいいのかもし

れませんけれども、日ごろ周辺の住民の方や移動する距離ですとか、バス停が変わることによって生ま

れる不便というか、そういう面が出てこないのかなというところが私ども懸念されると思われますし、

構内に入りますとどうしてもやはり運転時間が伸びますので、当然ダイヤの調整等必要になりますので、

詳細についてはこれから見てほしいなと思うんですけども、入ってくることに対する利便性と、それで

失うものの比べというか、どちらが本当にいいのかなということはちょっと気になります。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。清水さんいかがですか。 

 

清水委員 

 はい、まだ具体的に見えてこないのでいけないですが、今言ったように信号を２回止まらなければい

けないということで、その辺の運転時間の問題だとか、一般車両がどれくらい入ってくるのか、特に朝

の時間なんかは特に出入りが激しいところですので、そういうところで入ってくるので錯綜するという

ようなことで不安があるなという気がします。そもそも中に必要かどうかという問題がね。 

 

夏目座長 

 市民の方はすごく大事にしてるよ、というロータリーだということでたぶん計画されておるんですよ

ね。その辺の兼ね合いが、先生これってどうするんですか。 

 

加藤副会長 

 まず、こういう新しい庁舎の建設にあたって図面を出していただいて、事前に確認する機会を作って

いただいたということは非常にありがたいということです。通常ですと、そういうことはしないで知ら

ないうちに決まっていて、もう決まったので入れろという話になって、今からこれがどれくらい変えら

れるものかは知りませんが、作ってしまったらどうしようもない、変えようもないのでまだ作る前にこ

うやって言っていただくのは非常にありがたい、これは評価します。その上で何点か論点があって、今

のこの提案ですと時間がかなりロスするという話、それからロスするんですがそれに見合うほどここで

乗降があるのかどうか、そこが問題になると思います。私自身の感覚からいうと、やはり市役所ですか

ら、利用はあることはあるんだろうけれどもそんなに多く利用するとはやはり思えない。あと、今ここ

を通っているのは S バスですね。例えば田口新城線をどうするかとかいうことも含めて考えないといけ

ないんですが、それがどのくらい入ってくるのかということも考えないといけません。私の中の案とし

ては、例えば西行きについては市役所の側なので、路上の停留所を作ってこちらのほうに入る。東行き

は道路の反対側になるので、乗り入れていいものもあるでしょうね。ただしその場合でも、時間がたぶ

んこれだと３分４分見ないといけないでしょうから、あえてそれをしないで、やはり路上の停留所にし
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て、そのかわりきちんと屋根とか上屋を作って市役所からバリアフリー経路をきちんととるといったこ

とも選択肢としてはあるのではないかなと思います。藤田さんがおっしゃったように、第１駐車場とバ

ス路線が重なっていますので、これがひとつ問題。それから車寄せが１両分しかないので、２両偶然に

も来たら、来ないようにダイヤ調整するのかもしれませんが、特にどうするのかとか、そういった問題

も出てくると思われるので、ちょっとやや狭いですし、多分このバス停、車寄せで一般車も乗降したい

と思う方がいる、それからタクシーもここがいいですよね、というかタクシーこそここがいいという話

もある。タクシーとか福祉車両とかが、ここへ来るのが一番良さそうな気がするんですよね。なので、

そういったことも含めて考えたほうがいいと思いますし、ここを完全にバス停としてしまうことがいい

のかというのは、ちょっとやはり検討する余地があるのではないかと思います。私はさっき言ったよう

に、バリアフリー動線で路上停というのがかなり選択肢として堅いのではないかと思っているのですが、

ただ路上停は上屋とか作ろうとすると歩道の見直しとかをしていかなくてはいけない。もうちょっと計

画を警察さんのご意向もあると思いますので、きちんとチェックしていただいて、どう作るかよく考え

ていかないといけない。普通は、こういう施設の中に入れてもらうのが一番いいという考えになるので

しょうが、ちょっとやはり今のこの図面だと１００％賛成というわけにはいかないのかなと思います。 

 

夏目座長 

 これはまだ計画段階ということだよね。 

 

事務局 

 はい。 

 

夏目座長 

 なので、これから検討されていく中で警察署さんとか建設事務所さんも調整をさせていただきながら

より良いものにしてっていただければと思います。よろしくお願いします。今ご意見いただいたものの

議事録を関係者の方に随時お伝えしていただくような形で、どうですかね。 

 

事務局 

 はい。 

 

夏目座長 

 それではほかにありますか。 

 

加藤副会長 

 いいですか。言い忘れたんですけど、いわゆる今のこの体育館前の交差点のあるところ、左側の交差

点ですね、それからこっちが文化会館の交差点ですよね、この間のこれは県道でいいですかね。 

 

事務局 

 市道です。 
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加藤副会長 

 市道であればいろいろできそうですね。できそうだというと県の方に失礼ですが。この道路も含めて、

この縦断をどういうふうに使うかというのも含めて考えられるといいのかもしれないですね。この道路

は別に考えるのではなくて、道路なんですが市役所を建て替える際にこの道路の考え方ももうちょっと

見直す、その中で幅をもう少しとって、例えば歩道をちょっと広くするとかも考えて、その中で停留所

のスペースを確保するとかってこともいいのかなという気もします。 

 

夏目座長 

 後程、何かございましたら皆さんご意見いただきたいと思います。それでは協議事項に参りたいと思

います。前回の会議の議事録の中で、３点次回に向けてという項目がございますよね。その点の状況だ

け報告事項の段階でご報告いただいてもよろしいでしょうか。 

 

事務局 

 はい。まず１点目、先生からいただきましたこの会議の中で守り育てる会の委員さんを加えてくださ

いという話をいただきまして、本日の時点ではまだ現実的に委員になっていただいてはいないわけです

けども、調整をさせていただいた中で、また委員さんに加わっていただくように準備を進めていきたい

と思っておりますので、そこはお願いをしたいと思います。それから２つ目の田口新城線、ここについ

ては昨年度調査等細かなところをしてもらってはおるのですけど、当然その設楽町さんとの関係で距離

の按分というところで、お金がかかる話なものですからそこの調整をより具体的に詰めていかねばなら

ないなという状況にあります。当然そこにつきましては、バス事業者さんも当然入っていただいて、今

課題を拾い上げていますので、それにどういった材料を加えるとお互いに納得がいける折半ができるの

かというところを今模索しておる最中でして、ここは先生がおっしゃる通り来年１０月、お尻が決まっ

ていますので一応そこを早急に詰めて、そこが固まらないと多分話が進まないので、まずそれを整理さ

せていただくというようなことで考えております。３点目、方向性の話ですが、今の状況ですと今後総

合計画に基づいた１０年間の計画ができていないということで今半分来てしまったのですが、それなの

で今右往左往しておるような状況ですということをいただきまして、これは早急に後残り５年の計画を

考えていくようにそちらも考えておるのですが、まずは近々の問題として田口新城線に重点を置いて考

えていきたいと思っております。以上です。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。何かございましたら皆さんご意見をお願いさせていただきたいと思います。

何か一言。 

 

田村委員 

 前回、路線を守り育てる会の方にも加わっていただこうということで、かなり皆様にもご賛同いただ

いた雰囲気があったので、私も何人かの方に既にお声かけをしていて、皆さん楽しみにされているんで

すね。なので早急に調整をしていただきたいと思います。 



12 

 

 

事務局 

 はい、わかりました。 

 

夏目座長 

 田村さんは委員さんですけど、みんなで作っていこうという中にいる方なので、電話１本すればすぐ

に誘ってくれるので、早く電話したほうがいいと思います。遠慮せずに、こういうことは遠慮すること

ではないので、お願いします。 

 

事務局 

 はい。 

 

夏目座長 

 では、協議事項のほうに入らせていただきます。１番の生活交通ネットワーク計画についてお願いし

ます。 

 

事務局 

 はい。それでは協議事項の（１）ということで、生活交通ネットワーク計画について説明をさせてい

ただきます。資料の４ １０ページをご覧いただきたいと思います。これにつきましては平成２３年度

から国の新しい補助制度、地域公共交通確保維持改善事業というのが始まりまして、本制度にあう路線

が西部線・塩瀬線・つくであしがる線の３路線であります。こちらにつきましては、昨年度に引き続き

補助金の申請を行っていきたいというものでございます。１５ページを見てください。西部線は地図で

いくと下に位置しておりますピンク色の線の部分、それから塩瀬線は真ん中右あたりの黄緑色の部分、

それからつくであしがる線は左側の紫色の部分というふうになっております。この３路線は平成２２年

度まで国の前の制度でありました地域公共交通活性化再生総合事業で補助金をいただいてきました。 

それに基づきまして実証実験をして、平成２３年度からも引き続き運行を継続しているものです。また、

この３路線は、地域にとって重要な路線である地域間幹線の新豊線、田口新城線、作手線に接続をして

おります。西部線は新豊線と JR 飯田線に接続し、塩瀬線は田口新城線と、JR 飯田線に接続しておりま

す。つくであしがる線は作手線に接続しております。このように平成２３年度から運行を始めたこと、

それから地域間幹線に接続しているということで、国の補助制度にあう路線となっておりますので、補

助申請をしていくものでございます。１０ページの１の地域公共交通確保維持事業にかかる目的と必要

性ということですけども、３路線共に学生の通学や高齢者の移動手段としての役割を担っております。

それぞれ市内の病院、商店街、地域間幹線、ＪＲに接続しておりまして、通院買い物の移動手段として

重要な役割を担っております。２といたしまして、地域公共交通確保維持事業の定量的な目的と効果で

すけども、新城市としましては、東三河の中で最も高齢化の進んだ地域であります。人口も年々減少し

ております。このことから利用者の大幅な増加というのは先ほどの評価委員会の評価もありまして見込

めない、ということもございます。利用者からの満足度を高めていくことを目標にしていきたいという

ふうに思っております。この目標値につきましては、先ほど申しましたように３路線だけではなくて、
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全線において満足度対前年比０．０５それから利用者数・収支率につきましても２４年度の実績値に対

しまして１．０５倍を目標にしております。１ページめくっていただきまして、１１ページの（２）の

事業の効果ですが、いずれも高齢者の通院や高校生の通学の足として地域にとって必要不可欠な移動手

段の確保ということにつながっているとしています。続きまして１３ページ１４ページの表をご覧いた

だきたいと思います。この事業によります運行、それから運行系統の概要と運行予定者でございます。

参考に２５年度をつけさせていただいておりますが、国庫補助の予定額は西部線で３，１８９，０００

円、それから塩瀬線で２，６４４，５００円、つくであしがる線で２，５５９，０００円となっており

ます。１６ページから１８ページですけども、この３路線の実証運行時からの利用者数の推移というも

のをつけさせていただいておりますので、またご覧いただきたいと思います。以上簡単ですけども説明

を終わらせていただきます。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。村松さん何言っているのかわからないでしょう。先生、ネットワーク計画と

いうのをちょっとだけ。 

 

加藤副会長 

 生活交通ネットワーク計画というのは、国がバス路線に補助金を出してくれる仕組みとして地域公共

交通確保維持改善事業というものがあるんですね。その補助金を出してくれる条件としてこの生活交通

ネットワーク計画をいうものを作らなければならない。そして提出しなくてはいけない。どこで作るの

かいうと、国が補助金の要綱を作っていまして、決まり事ですね、その中にある一定の基準を満たす協

議会を設置してくださいということになっています。この会議は、その基準を満たしていますので、そ

こでこの計画を、今日協議事項になっているように、今日これでいいですよということになると、これ

を国に提出して対象となって、それでこれがＯＫですよとなると、今回ですと西部線・塩瀬線・つくで

あしがる線の３路線に対して補助金が出ますよという位置づけになります。それでほかにもいっぱい路

線があるんですが、どうしてこの３つだけかというのは、これは出せないという用件がありまして、そ

こに当てはまるのが現状だとこの３つということなので、この３つについて出すという話です。ついで

ながら第三者評価委員会という話が出ていましたけど、それは何かといいますとお金をもらったらもら

い逃げはだめで、もらった結果どういういいことがあったかとか、反省すべきことがあったということ

をこの会議で年度末ぐらいに評価する。これは自己評価というんですけど、自己評価だけだと自画自賛

する人がいるかもしれないし、客観的じゃないかもしれないので、中部運輸局の方で第三者評価委員会

として自己評価の結果、これが今日の資料の１ページから４ページこのほかにもっと細かい資料もある

んですけど、これを出しまして、その第三者評価委員会というところでご意見をいただく、その結果が、

まだ確定していないんですけど聞いてきたことをおっしゃったので、それを踏まえてこれがちゃんと修

正されているかどうかということをチェックする必要があります。したがって、どういうご指摘を第三

者評価委員会で受けたかということもここに書いて、今年度どう直しましたかということも書くように

することも必要です。 

 

夏目座長 



14 

 

 ありがとうございました。では皆様のご意見を伺っていきたいと思います。小河原様。 

 

小河原委員 

 この生活交通ネットワーク計画、加藤先生が言われたように国の立場で補助金を出すということです

ので、私自身もここでこの計画でいいですかと委員の一人として手を挙げていいものか、一人不安定な

立場にいるなというのは思っています。何にしろですね、補助ありきで計画を立てるのではなくて、色々

この地域にとってこのネットワークがいいと言うところが出来上がって、それについて補助が当たるね

というような考えで、補助ありきで事業を進めていただくというのは非常に困るなということですので、

この地域にとってどういう計画がいいかということを含めて議論していただいて、その結果補助がつい

てくるというような形で検討していただければなと思っています。 

 

夏目座長 

 何かございましたら皆さんお願いいたします。尾崎さん何か。 

 

尾崎委員 

 では愛知県ですけども、補足になりますけれども、幹線ですね、新豊線とか作手線とか田口新城線に

つきましては、県のほうで計画を作って補助金申請を国の方にしていくと、そういうことです。 

 

加藤副会長 

 今尾崎さんがおっしゃったように、幹線の部分については県の協議会の方で同じ議論をしているので、

そちらの方も国からお金いただいているんですが、地域間幹線という区分がありまして、こちら、今新

城市の方で協議するのは地域内フィーダーという、より細かい路線です。資料４は前もって見ましたけ

ど、連携計画を策定してそれに基づいていろいろやってきて、今こういうふうになっているということ

を前置きしておかなくてはいけなくて、それを書いてもらっています。それで今支局さんがおっしゃっ

たことと完全に一致していることでして、これだけしか書いていないと、完全に補助金もらう計画とい

うことになってしまう。そうでなくて、うちはこういう大きな計画をもってやってきてその中で西部・

塩瀬・つくであしがる線が国の補助要件に合致しているので、それについて出しましたというふうに書

いてくださいということです。ここ非常に大事なので、それを書くか書かないかでまったく意味が違う。

書けばこれ自体がまさに国交省の本省に上がっていきますので、新城市はきちんと計画の中でこの補助

金に該当するものを出しているというメッセージとして伝わる。補助金狙いではありません、もっと深

いことを考えていますというアピールになる。 

 

夏目座長 

 皆さんよろしかったですかね、何かあったら。今日は意見交換の時間とって下さっているので、もし

よければ一度止めさせていただいて、後程何かあったらご意見いただくという形で決めさせていただい

てよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございました。何かありましたら事務局の方までお願いします。 
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それでは、２番の夏休み小学生５０円バスについて、これ昨年もあったんですよ。今回はリニューアル

されている。 

 

事務局 

それでは協議事項の２番目といたしまして、夏休み小学生５０円バスについて説明をさせていただきま

す。資料でいきますと１８ページの資料５に基づきまして説明をさせていただきたいと思います。この

事業につきましては昨年度初めて行ったわけですけども、本年度２年目ということもございまして、実

施主体が夏休み小学生５０円バス実行委員会というもので実施することとなりました。目的としまして

は、この事業によってバス利用の促進を図り、小学生やその保護者にバスを利用していただくきっかけ

を作ろうというところからこういった事業を行っております。それから２番目の実施主体でございます

けども、先ほど申し上げましたように夏休み小学生５０円バス実行委員会ということで、構成メンバー

は資料にあるとおりでございます。それから対象者は昨年同様小学生ということで居住地は不問という

ことでございます。４の対象路線でございますが、豊鉄バスさんにつきましては高速バスを除く全線、

新城市も関係路線におきましては市営バス全線を５０円バスの対象にしたいというものであります。５

番目の実施期間でございますけども、７月２０日の土曜日それから夏休みの終わる２５年の９月１日ま

での夏休み期間中としております。それから７番目のその他というところでございますけれども、先ほ

どの第三者評価委員会のお話もあったとおり、この事業をやってどういった効果を得られたのかという

ことをやはり効果測定をしないといけないということもございますので、そんなことを考えております。

また、協議運賃路線は本会議の合意が必要となります。新豊線になりますけども、本事業の趣旨をご理

解いただきましてご協議をお願いしたいと思います。なお、チラシにつきましては２０ページ２１ペー

ジこちらにあるような形で、今年度は東三河地区全市共通のチラシということで考えております。昨年

は個々の市町村ごとにチラシが違ったわけですけども、今年度におきましてはこういった共通のチラシ

で考えております。このチラシを予定でいきますと７月１０日ごろ小学校を通じて配布する予定をして

おります。以上簡単ですけれども説明を終わります。 

 

夏目座長 

 ありがとうございました。 

 あの、こちらの件は、各公共交通会議さんの方で同時に協議にかけられるということですか。 

 

事務局 

 はい、そうです。 

 

夏目座長 

 はい、ありがとうございました。では藤田さん何かお願いいたします。 

 

藤田委員 

 はい、今年２年目ということで昨年私どもの関係の部分で申し上げますと、７月２１日から８月３１

日の期間中におよそ９，８００人くらいの方がご利用になった、お子さんですね。そういう意味では私
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どもとしては将来の利用者、バスのファンを作るといった意味合いでご協力をさせていただいておると

いうことで、今年も同じ夏休み期間中に行っていただくということで進めていただければ思います。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。何かＰＴＡのほうでありますか。 

 

村松委員 

 ５０円バス、こういう今初めて知って、この５０円バスというのが。本当に申し訳ないんですけど昨

年も実施していたということを聞いて、こんなことをやっていたんだというのが、僕全然知らなかった

ので本当に申し訳ないなと思うんですけども、その辺のやはりあの小学校から配布されるということで

親は見ているかもしれないけど父親の方は全然知らなかったというのがあると思いますので。 

 

夏目座長 

 もしよろしかったらですね、そのお父さんとかにも広報するアイデアが何かあったら、是非、またい

ただけたらありがたいなと。 

 

村松委員 

 お母さんとか子供だけで終わりじゃなくて、家庭っていうのかな、にこういうのがありますよっての

が本当にわかるように考えなければいけない。 

 

夏目座長 

 何か皆さんにご意見をお願いしたいと思いますけど。 

 

清水委員 

 いいですか、１２ページのところに実施スケジュールってありますけれども、豊橋市の場合下から２

番目７月１５日頃に広報豊橋に掲載とありますけど、新城の場合はどうなんですか？ 

 

事務局 

 これがすいません。予定が間に合わなかったものですから、広報の掲載ができなかったです。本当は

今のお話のように広報ということで考えたかったんですけど締め切りの都合で載せられなかったという

ことで、状況としてはそんな状況です。 

 

夏目座長 

 何かオフトークとかはだめなんですか。夜お医者さんを紹介してくださっているああいうのってどう

なんでしょう。 

 

事務局 

 今それも利用できるものですので、どの程度やるかということはあるかと思いますけれども、今決定
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しているのは学校を通じてのチラシの配布と、ホームページ等の掲載、報道へまた情報提供しますので、

新聞へ掲載していただければそれでの広報というくらいしか今まで予定していなかったものですから、

今新城市は防災行政無線がありますので、その利用も検討したいと思います。 

 

夏目座長 

 これですね、例えばですけど、おじいちゃんおばあちゃんがお子さんを連れて一緒にバスに乗って出

かけようとかいう可能性ってどうですかね。佐宗先生どうですかね。 

 

佐宗委員 

 先ほどＳバス利用者の方が９，８００人の利用があったという話がありましたけれども、これは新城

市のコミュニティーバスの関係というのが全部でこれなんですか。 

 

藤田委員 

 私ども豊鉄バスの路線管内なので、新城営業所で申し上げますと１，５００人くらいですか、昨年で。

ついでにお話させていただきますと、今皆さんの生活自体そうなんでしょうけど、お子様がバスに乗る

ってあまり実態としてないですので、昔は買い物に行くですとか、デパートに行くですとかお父さんお

母さんが子供を連れてバスに乗って行ったという経験がどなたもあると思うんですけど、ほぼ車で行か

れる。バスの乗り方っていうのも我々が学校に出向いて乗り方教室を開いてそれで知るという様な実態

でございますので、是非この機会に乗っていただいてバスってこういうものだと、原則は保護者同伴で

すので、お父さんお母さんおじいさんおばあさんも一緒に乗っていただいて、バスの利用が少しでも増

えればまったく違った面がこの先みえますので、そういった意味ではこの夏休み是非ここにいる皆さん

もご利用いただければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

夏目座長 

 広報は多分すごく大事なので、今日来てくれてる皆さんに是非アイデアいただいて。 

 

加藤副会長 

 というか受身ではだめですよ、これは。東三河全部でやるからやるとかそういう発想では全然だめで

す。１９ページの資料が典型で、豊橋市の場合なんて書いている場合ではないですよ。新城はこうやっ

て広報するっていうのを１枚目に出してこないと、やる気を疑われますよ。単にほかもやるからやれば

いいなんていうレベルで考えてもらったら、こんなところで協議する意味がないわけで、書面でやって

もらえばいいですよ、去年も言っているじゃないですか、こういうことに注意してと。全然そういうこ

とやらないで今年はちょっとこうなりましたのでご協議してくださいなんてそういうんじゃだめ、会議

の意義が問われます。だから、家族みんなでこの機会にバスに乗りませんかとかいったチラシを１枚案

として出すとか。今、新城市小中学校 PTA 連絡協議会の方がおられるわけですよ。そこでどうやって

PR するかとか、そういう計画を出さないとダメなんじゃないですか。あるいは高齢者、おじいさんおば

あさんとお孫さんで乗るとかっていうことだってあるわけでしょ。それをどうやってやるかということ

を考えないと。広報が遅れたとかそんなことここで言っていたって意味がないじゃないですか。もっと
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そういうことをちゃんと議論しませんか。一方で、公共交通会議で何回も申しあげているんですけれど、

特にこれは地域公共交通活性化再生法の協議会でもあるので、連携計画を策定して実行する組織という

ことで、私はいつも、新城市の公共交通についての取締役会と言っているんですが、要するにこのメン

バーみんなが何かをやらなければいけないという、諮問機関でなくて実行機関なので、例えば村松さん

も実は何かをやる義務があるんですよ。ここに５０円バスのスケジュールが出てきたと、そうしたらそ

うかなぁ、ではなくて俺何ができるかな、というご意見を出してもらわないといけないということです。

いずれにしても、これはもちろん事務局もさることながら委員それぞれがこれに向かって何ができるの

か考えて、すぐ実施していただくということでないと、成り立たない組織なので、この協議会は市の組

織というよりは、このそれぞれの機関が集まって市とは別にあるような組織だと考えてもらった方が正

しいです。そう考えたら、もちろんその中でいろいろ出てきたので事務局でやってくださいねというの

もあるのですが、それぞれの組織代表として自分たちがここで何ができるかっていうのをご意見いただ

けるといいと思います。逆にこれやるからあなたもやってねとかというご意見を言っていただきたいと

思います。なので、せめて今校長会へ依頼とあるのですが、校長会もさることながら PTA のネットワー

クを使った方が何かできるのかもしれないと思ったんですが、これはどうですか。 

 

村松委員 

 ちょうど千郷小学校のバス路線について話が出たんですけど。意見を聞いてそういう何かＰＴＡの集

まりもありますので、その時にちょっといいですかというようなことで意見を聞いて、そういう皆から

意見を吸い上げていきたい。 

 

加藤副会長 

 例えば、絵画コンクールとかやるじゃないですか。これで行ったときに、行ったところの絵を書いて

それでコンクールをやって、それでそれをまたバスに出すとか、何かそういう小ネタを出していかない

といけないですよね。 

 

事務局 

 はい。今の周知の方法なんですけども、広報というのは結構紙面が多いものですから、なかなか目が

止まらないということがありますので、そうではなくて今の意見を踏まえて区長さんを通じて各家庭に

配布する区長文書があるものですから、そちらを通じてこういったものがあるよということで、回覧で

周知をしていくような形で考えます。 

 

夏目座長 

 キャンペーンって３段階の原則ってのがあって、３回すりこまれないと皆さんの興味のない方の頭に

入らないというのがあります。なので３段階必ずすりこめるようにすると、そのどれくらいの頻度で情

報に接するかというところまで詰めないとほんとはだめなんですって。なのでさっき言われたようにオ

フトークとか広報とか今チラシって出ましたよね、PTA もありますよね、老人クラブさんでも言ってく

ださる、あと子ども会でもバス使って授業をやるとかそういうこと。あと、余分なことを言ってあれな

んですけれど、これって小学生の方居住地関係なく乗れるんですよね。 
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事務局 

 はい、そうです。 

 

夏目座長 

 だとしたら、愛知県中の小学校に言ってもいいですよね。例えばですよ、今日せっかく小河原さん来

てくださっているので、小河原さんのビルの１階のロビーにちょっとチラシを置いておくと名古屋にま

で、そういうのもありなんですよ、この会議は。なので狭めなくていいのでもっと広告してくれないか

なと、警察署さんだって公共交通使ってくだされば交通安全対策につながるので、警察署さんにだって

ご協力お願いしてもいいと思います。なんか議事録に残るようなことばかりしゃべってごめんなさいね。 

 

田村委員 

 これ去年も何か話があったと思うんですけど、５０円だから乗ろうという意識はそんなに高くなくて、

行く用事がもともとあるとかそれが５０円だったらラッキーですし、あと行きたいと思わせるような、

何か物がないとなかなか乗ってくれないということがあるかと思います。去年の資料見たときに新城っ

て全然ＰＲされてなかったですけど、それでも１，５００人いたっていうのはちょっと驚いたんですが、

どういう利用だったのかなと。 

 

藤田委員 

 人数のカウントしかしておりませんので、とりあえず、例えばプールの利用ですとか、乗ってたまた

ま５０円だったというのがスタートで、次からは５０円で利用するというような利用があったと思いま

すので。 

 

田村委員 

 ココニコとか５０円で行けるっていうとちょっとお得かなという感じがするんですけど。 

 

藤田委員 

 場所が遠いところであれば、行っていただきますと乗り継いで行けば伊良湖岬まで行けるわけですか

ら。 

 

田村委員 

 でも、何か子供がやっぱり伊良湖岬まで行くかなっていうとあまりその… 

 

藤田委員 

 一応、それはその両親同伴でお願いしたいと思いますけど。 

 

田村委員 

 やはり親が連れて行くってことになると新城だったらどこをＰＲすればいいのかということを僕は思
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うんですね。県民の森とか人が集まるんですけど残念ながらここはバスが走っていませんので、どこか

なというのを考えていて。なかなか普段行けないというところでいくと、百閒滝なんかは自分の自家用

車で行こうと思うとちょっと厳しいですね、やはりお母さんの車で行こうとするとちょっと走るの厳し

いですので、バス停からちょっとどのくらいの距離があったのか忘れましたけれども、そういうところ

にも行けるとか、あともう一個忘れたのがサマージャンボっていつぐらいだったかなと思いながらです

ね、百間滝で宝くじを洗うと当たるとかそういうのですね、そういうのがあるとすごく利用されるかな

と思います。 

 

夏目座長 

 今の議事録に書いておいてね。これって広報の予算執行とかそういったことは協議とかって言うので

はなくて大丈夫なんだよね。 

 

事務局 

 はい、そこは大丈夫です。 

 

夏目座長 

なので、広報は区長さんを中心にやってくれるということで。 

 

事務局 

 はい。 

 

夏目座長 

 それでは、また皆様、ご意見がありましたらお願いします。それでは、３番の公共交通関係のスケジ

ュールについてお願いします。 

 

事務局 

 はい。それでは協議事項の３番目ということでお願いいたします。ページとしましては２２ページを

お願いしたいと思います。こちらの方に２５年それから２６年の公共交通関係の会議のスケジュール等

を記載させていただいております。まず、この会議でありますけれども、本年度におきましては年４回

予定をさせていただいております。この後の第２回の会議ということで、９月上旬ぐらいを予定してお

ります。その中でひとつ報告をさせていただきたいと思うんですけども、第２回の丸印の３つ目なんで

すが、地域協働推進事業というものが書いてございます。これは今年度からできた事業でございまして、

先ほど追加させていただきました別添資料ということで地域協働推進事業というものがございます。中

を言っていきますと長くなりますので、一応この事業を使いまして、私たち本日もお配りさせていただ

きましたバスのマップ、そういったものの作成につきましても補助対象となるということもございます。

それから別冊の資料の３枚目に２の７ということで補助対象というのがありますけども、②といたしま

して地域ワークショップ、こういったものも対象になるものですから、ここら辺を次回の会議の中でま

たご相談させていただけたらな、というふうに考えております。それから第３回を１月下旬頃、それか
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ら４回目を３月下旬ごろに一応予定をさせていただいております。それから２番目といたしまして、夏

休み小学生５０円バスは先ほど申した通りでございます。３つ目といたしまして、車両の更新ですけれ

ども、塩瀬線を９月ごろから車両入替、それから布里田峯線を１１月ごろから新しい車両で走らせたい

というふうに考えております。４番目の守り育てる会につきましては随時開催をしてまいりたいと思っ

ております。それから５番目でございますが、当面の近々の課題ということになっております田口新城

線、それからそれに関係する支線につきまして関係機関等と具体的な懸案事項、具体的に煮詰めさせて

いただいて、いい方向に向かうような形に持っていけたらなというふうに考えております。簡単ですけ

ど説明は以上です。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。皆様、ご確認や質問等是非お伺いしたいと思います。 

 

田村委員 

 先ほどの委員の追加の話なんですけど、次の第２回には新しい委員さんも加わった形になるというこ

とですか。 

 

事務局 

 それを目指して、交渉をしていきたいと思っています。 

 

夏目座長 

 ほかによろしかったでしょうか。では後ほど意見交換の中でとりあえず。加藤先生、何かありますで

しょうか。 

 

加藤副会長 

 さっきも言おうとしたんですけど、連携計画の後期計画をどうするかっていう話も出ていましたが、

そもそも連携計画で今ちょうど資料１の１、公共交通連携計画の新公共交通システム推進の６つのポイ

ントというのが左下にあるわけですが、この中のどれだけが達成できてどれだけができてないかという

ことをきちんと整理して、それから情勢変化、先ほどの新庁舎とかいろいろあるわけなので、そういう

ことも含めて、ではこれからどういうことをやっていくかという整理をちゃんとしていただいて、第２

回にきちんとあげてほしいと思います。先ほど今いろいろな話が混乱しているので、とりあえず田口新

城線を、と話をされていましたけど、そういういい加減なやり方では困るわけです。先ほど申したよう

に、連携計画を策定して実行する組織なわけだから、そこをやらないとほかをやっても意味がないです。

一番根本のところがなおざりにされておるわけです。だからそれをきちんと整理したうえでその中で、

例えば田口新城線はそのどこにあたるのかとか、地域協働推進事業はどこにあたるのかっていうことを

やっていただかないと、私はこの１っていうのはすごく場当たり的に感じてしまうんですよね。その整

理をプラスしていただきたいと思います。それからあと、推進事業については９月の上旬で間に合うん

ですか。 
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事務局 

 今年度は７月１日です。時期としましては説明会でもあったように事業としては３年間以上やってく

ださいね、補助は２年間出ますよという話の中で、時期はよく考えて提出をしてくださいというお話が

ありまして、今言ったようにマップはすぐにでもほしいよねというところなんですけども、今言うワー

クショップ的なものこの会に委員さん入っていただいておるということも、そこら辺も絡めてできれば

セットでやれればな、ということもちょっと思っていまして、そこら辺のお話を入れていきたいという

ふうなことです。 

 

加藤副会長 

 地域ワークショップは新城の「守り育てる会」がモデルですよ。だからこれから検討していかなくて

はいけないのではなくて、ずっとやってきたことです。ずっとやってきたことそのものが、国のスタン

ダードになりましたということです。そこをよく考えてください。つまりもっと違う言い方をすると、

新城がずっとやってきたのに、この地域協働推進事業で出さないということは、そういう新城が積み上

げてきたものをとられちゃうということです。そういうことは重大だと思います。やっていることを位

置づけるのが一番と思いますよ。先ほど補助狙いじゃないかという話もでたんですけど、こういう制度

ができたから急いで計画を作って新しくそういうワークショップを立ち上げようっていうのがもっとも

補助狙いっぽい話であって、そうでなくて今までやりたかったけどお金なくてできなかったんだって手

を上げるとか、今まで単費でやってきたけど、せっかくこういうのができるんだったら、支援を受けて

もっと充実していこうと、新城の場合はもうやっていることなので、僕はやっていることをそのまま出

せばいいという考えなんですけどね。何度も申し上げますが地域ワークショップというのは守り育てる

会そのものなんです。 

 

夏目座長 

 これって何か補助金の申請を出すってことですか。 

 

加藤副会長 

 慎重に出してくださいという意味は、今申し上げたように全然何も今までやっていなかったのに、拙

速に手を上げると中身が全然なくて結局できなくならないかという話、それからやはり協働ですから今

までそういうふうな地域の皆さんといろいろやってきたというある程度の積み上げがないといけないの

で、まだそういうのをやっていないところはきちんとそういう連携が取れるような体制を作ってからに

してくださいねという話です。私から見たらもうずっとやってきたでしょ、だからできるでしょという

話になるんです。新城以上に準備をしているところはほかに全国でどこがあるんですかというくらいの

話です。具体的には連携計画の中にそういった、例えば、さっき書いてありましたかね、守り育てる会

のこととか、書いてありますよね、確か。 

 

事務局 

 そうですね、中に入っています。 
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加藤副会長 

 書いてあるなら好都合なんです。連携計画の中にこの地域協働推進事業にあたるようなものが書いて

あると、それで連携計画というのが憲法みたいなものです。新城市の地域公共交通は２０年度から２９

年度の１０年間で何ができるのかというそういう一覧が書いてある。だけど具体的なことはこういった

会議でもっと詰めていかないといけないので、その中の協働の部分が地域協働推進事業計画というもの

を細かい計画として出して、運輸局に申請をするとそれに対して半額の補助を受けられるそういうこと

です。僕の中ではそれは今やっている守り育てる会の活動計画を書いて出せばいいじゃないのという感

じかな、という話です。ただ、今守り育てる会があるのは秋葉七滝線、布里田峯線、塩瀬線とあしがる

線それから西部線、そうするとほかのところはまだ立ち上がっていないので、今の段階で出すとほかの

ところは対象外になっちゃうよっていう話です。でも繰り返し申し上げるんですけど、新城は今やって

いることを書けばいいじゃないかというふうに考えます。メリットは、秋葉七滝線は今補助対象外だか

ら、これを出すことによって補助対象内に入れることができる。あと緊急に呼びかけて今立ち上げてお

かないっていうのをやるというのもあります、このタイミングで。それで出しませんかと、そうすると

運営費くらい出ますよみたいなこと。そういう話ができるそうなので、それを今このタイミングだから

やるのも良しです。新城はほかではやってきているので、こういったことをやっていて国のこういう制

度ができるので、この際立ち上げませんかという呼びかけを一回してみるのがいいと思いますけどね。

それかもう来年度っていったらだらだらいっちゃいます。結局来年度も出ないと思うんですよ。いいタ

イミングだと思うんですけどね。 

 

夏目座長 

 今でしょってやつですね。 

 

加藤副会長 

 まさにそうです。 

 

小河原委員 

 国のといっていいのかわからないですけど、立場上、本年度から創設されたこの補助メニューなもの

ですから、どれだけエントリーしてくるか、管内で全国あるんですけども、当然予算規模ありますので

どうなのかっていうのがあるんですけど、加藤先生がおっしゃったように今から作り上げていくって思

ってなかなか手を上げにくいということになりますので、管内でどれだけ上がってくるかっていうのが

全然見えないですけど、もしそれでかなりエントリーが少ないということになると、個別に手を挙げて

くれないかというご相談をさせていただくかもしれないものですから、今年度あげていただけるように

準備していただけた方が間違いないのかなという気はします。 

 

加藤副会長 

 来年度はすごく多くなると思うんですよ、というのはさっきもちょっと申し上げたんですが、先ほど

生活交通ネットワーク計画で資料は４になりますけど、ここで国からの補助がもらえる路線は西部線と

塩瀬線とつくであしがる線の３つですと申し上げましたよね。ほかの例えば北部線とかあるいは秋葉七
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滝線とかそういうのはもらえない状況、補助対象外なんですけど、この守り育てる会が立ち上がってい

てそれが地域ワークショップに位置づけられて、この協働推進事業に位置づけられますと補助対象にな

ってきます。そのことがごく最近、公になったので、みんな慌ててやるんですが、今年度はほとんど間

に合わないです。それで来年度になると１年間準備をしてみんなそういう体制で出してきますので、だ

から新城市はその他大勢になっちゃう。こうやって今支局さんがおっしゃったように、今本当にどれだ

け内容の濃いものが出てくるかもわからない状態なので、国としてはせっかく作った制度を有効に活用

してほしいし、新城はモデルなんだから是非出してほしいということになると思うんです。そうすると、

そういった補助対象にもなれるという、補助狙いではいけないと何回も言っているんですが、それも出

ますと。あしがる線も例えばこの機会にあしがる線だけではなくて、守義と作手線あわせて守り育てる

会に委託をする。もうちょっと広げて考えてもらうと、いろいろ考えられるのではないかと。 

 

尾崎委員 

 支局さんが言ったと思うのですが、来年度予算がかかわるものですから、おそらく来年度予算の取り

合いになる可能性がありますので、早めに。 

 

加藤副会長 

 確認ですけど、作手線は今県の路線になっていましたっけ、市の単独でしたっけ。 

 

事務局 

 作手線は県ですね。 

 

加藤副会長 

 地域間幹線ですね。 

 

尾崎委員 

 作手線は県の補助です。 

 

加藤副会長 

 県と国の補助いわゆる地域間幹線の要件として１日１５人以上利用するっていうきまりがあるんです

けど、そこに満たないけど頑張ればいけるかもしれないって思うものについても、この事業を適用する

ことでそれにみなすっていう特例もあります。どちらにしても地域協働推進事業ってなんのためにある

かっていうと、地域の皆さんで頑張ってもっと利用してもらって維持していくための運動を起こそうと

いうもので、そういうことを頑張るのであれば国も助けますよというものです。守り育てる会なんかモ

ロなわけですから、絶対出した方がいい。大変ですけど。 

 

事務局 

 はい。 
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夏目座長 

 では出すということで。 

 

加藤副会長 

 でもその時にはこの会議の議決がいるので、さっきの質問は９月上旬だと全然間に合わないからどう

するのかということ。私この３週間で１０個この種の会議に出ているんですけど、その中の６つか７つ

はもうこの今の会議で議決してきているんです。今の会議なんです。 

 

事務局 

 今日は協議事項にも挙げていませんし、ここで次回の予定でと考えていましたが、今運輸局さんなど

県からもそういう話がありましたし、早急に準備して出すということで、この会議でそういう協議の決

定をいただければ進められるという、そういうことでよろしいですか。 

 

加藤副会長 

 後もう１点いいですか。先ほど全然違う話題で５０円バス出たじゃないですか、ＰＴＡさんとか老人

クラブさんと一緒になってＰＲしようというそういうのをやったらどうかって出ましたよね。あれも協

働推進事業になりますよね、おそらく。だから、それは別会計だからなんとかするみたいなことをおっ

しゃっていましたけど、あれ協働推進事業にすれば、例えば、これから毎年路線バスやっているのであ

れば、それぞれの関連の皆さんと一緒になってこのＰＲをして、子供さんにバスの楽しさとか便利さ、

便利かどうかはわかりませんけど教えてあげるということをやるっていうことに対して、２年間の今年

度来年度の取り組みでやっていきます。これもやるといいですよね。 

 

小河原委員 

 新城市さんをモデルにして補助事業を検討されたんですよね。 

 

加藤副会長 

 そうですよ。新城市が守り育てる会が有名だというのは何回も申し上げているんですけど、それが全

国の制度になって、それに補助を付けるという仕組みができたということだったら非常に売りになると

僕は思うんです。 

 

夏目座長 

 それでは、スケジュール確認していただいて、もう１回会議、出していただくことになるかと思いま

すのでそこをよろしくお願いいたします。それから、新城のために補助金を作ってくれたようなものな

ので、そのように受け止めてあげてください。お願いします。 

 

事務局 

 はい。 
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夏目座長 

 このスケジュールについてなんですが、他にご意見等ございましたらお願いします。 

それでは、協議事項、皆さんご了解いただけたということで閉じさせていただきます。ありがとうご

ざいました。時間がちょっと少なくなってきましたが、意見交換に入りたいと思います。意見交換は僕

が進めてよろしいですか。 

 

事務局 

 すいません。その前に今の補助事業の申請の手続きの関係で確認をしたいのですが、今のタイミング

で申請をする締切が７月１日だったということでよろしいですよね。 

 

事務局 

 その関係で時間的な余裕がありませんので、何をどういう形で内容的に申請を出させていただくかと

いうような話は、またあらためてご書面か何かで確認をさせていただくということで進めさせていただ

いてよろしいでしょうか。 

 

夏目座長 

 先ほどの補助金、協働推進事業の件ですね、皆様のもとにまた書面で出させていただいて確認をさせ

ていただくという形で議決させていただきたいと思いますが、皆様よろしかったでしょうか。 

（異議なし） 

 恐れ入ります、よろしくお願いいたします。 

 

事務局 

 はい、ありがとうございました。 

 

夏目座長 

 それでは、意見交換に行きたいと思います。とりあえず、お話をいただいてない方から。 

 

小河原委員 

 よろしいですか。事故防止ということで配らさせていただいておりまして、管内でバスの車内事故が

かなりおきておるものですから、こういったチラシを作らさせていただいてご案内しているところです。

それで、バス事業者さんには常にプログラムリスクの形で利用者を見ながら、利用者が着席したことを

確認してから運転をしていただいているんですけど、急に止まれカーブ等で回り込んだりなんかして急

ブレーキを踏んだ際に年寄の方が転倒してけがをするという事故が多発しているということを把握して

ますので、私ども中部運輸局としても自家用自動車協会はじめトラック協会ですとか、案内をしてバス

以外のドライバーですとかバスの運転手さんも含むのですが、無理な割り込みをやめるようにお願いを

しているところでございます。あとバス事業者さんへのお願いということで、できるだけ着席をしてい

ただきたいということで、どうしても危険を回避するために急ブレーキだとか急ハンドル、出る時あり

ますので、そういったときに転倒事故がたくさん発生していますので、新城市さんにも自主運行バス等
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がありますので、こういったものを掲示していただくだとかやっていただければありがたいなと思って

おりますので、そのご案内で。協議会の内容と全然違いますけど、どうぞよろしくお願いします。 

 

尾崎委員 

 愛知県のエコモビ推進表彰というチラシを配布させていただきました。愛知県では車と公共交通を賢

く使い分けるエコモビリティーライフ、エコモビを推進しておりまして、その推進していただいている

団体に表彰するという制度を昨年度からはじめました。今ちょうど募集のご案内です。守り育てる会の

方々にも是非ご案内をしていただければと思います。 

 

夏目座長 

 何かございますか。大野さん何かもしあったら。 

 

大野委員 

 それではこの機会に。千郷小学校さんのバス停が変更される案がでました。現場は見させていただき

ました。賛成なんですけど、ほかに場所がないよということで賛成なんです。要はここは全く危険性な

いかと言ったらとても危険もある交差点の近くでして、要は管内でも一番の交通量を誇るような交差点

の間近にこのバス停を設けていくよということ、それでそこに子供さんが約１０９人、交通量多いよと

いうことで、あと交差時間が大変これ交差点が大きいものですから、われわれに何ができるかというこ

とで、信号機があるものですから、これもちょっと検討してみたのですが、交通量が多いということと、

横断時間が長いということでかなり難しいかなというような気がします。よって今の信号のサイクルで

子供さんを整理せざるを得ない状態ですので、是非とも誘導員さんをきちっと配置してもらって、事故

のないようにしていただきたいなと。これは、且つですね、将来的なんですけど立体的な横断方法をこ

こ将来的にも学校が新たにできるような計画があるならばいいですけど、多分ないかなと思いますので、

学校がある限り将来的にずっと永遠と通学路というのは続くよということですので、ですから何ができ

るっていったら立体的に歩道橋を作るだとか下へ潜らすとかそういうようなことも検討していただきた

いなと思います。以上です。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。杉野さん何か。 

 

杉野委員 

 一応、基準としては１００人くらいやっぱりあれば歩道橋の検討にはのってきますので、いいかなと

思います。要望にあげていただければと思います。私個人的にはやはりこの幹線的なバス網をそれをし

っかりやっていただいて将来の町のためにも使われている路線をより便利に太くしていくことが重要だ

と思いますのでそういう面で私どもできる限り協力していきたいなとそんな思いでおります。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。では順番に清水さん。 
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清水委員 

 私は先ほど市長から話がありましたように、学校の統廃合というのもあります。今後も今年の３月に

も２つなくなりまして、統合が進んでいくわけですがここにスクールバス的なものを走らすんですけど、

これからどんどん統合も考えていかなくてはいけない。そういったスクールバス等と市のバスの並行し

て走るような形にはなっている。できれば市のバスとスクールバスを併用した形のバスの運行許可がい

ただけるものなのか、ここらへんちょっとわかりませんが、以前はスクールバスを占用して乗り合いバ

スいうような形で時間が空いている運行した経緯もあるんですが、そういったことも今後は考えていか

なければいけないかなと思いますけど、その辺のまた力添えをいただければと思います。 

 

夏目委員 

 よろしいですか、佐宗さん何か。 

 

佐宗委員 

 今バスの話がでているんですけど、今までバスもないようなところで足がないというような老人の方

もみえますので、その辺路線の、私も初めて出ますのでとんでもないことを言っているかもしれません

けども、路線をちょっと延ばすだとか、その方法をまた教えていただければと思います。 

 

夏目座長 

 ちょっと延長しますけど、意見いただいてない方に伺いたいと思います。老人クラブの佐宗さん何か

あったらお願いしますね。 

 

佐宗委員 

 今日は、ありません。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。瀧川さん。 

 

瀧川委員 

 新庁舎建設に伴うバス停の位置について、報告事項であれだけいろいろ意見が出たのでひょっとした

ら協議事項でやってもらったらいい意見が出たかもわからないなとそういう気がします。以上です。 

 

夏目座長 

 ありがとうございました。 

 

清水委員 

 ちょっといいですか。報告ですけれども西部線ですけれども、この６月下旬から代替で新しい車両に

更新をいたします。今まではいわゆる９人乗りのジャンボタクシーでしたが、今度はバリアフリー、車
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いすが乗れるような車両になりますので、またその辺ＰＲをしながら進めていきたいなと思っておりま

すので、よろしくお願いします。ゆくゆくは北部線の方にもその車両を入れることになろうかと思いま

す。今はジャンボタクシーでは許可が下りなくてバリアフリーの車椅子対応でないと車両が準備できな

いということでして、そういう車になっていきますのでよろしくお願いします。以上でございます。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。冨山さんお願いします。 

 

冨山委員 

 この夏休みの５０円バスということになりますけど、私ども協会もそうですし、事業者さんもほかの

地域でもよく、藤田取締役が言いましたようにバスのファンづくりというか、全然小学生の方今乗って

もらえない、ワンボックスの車を買われて家族で移動されることになりますから、バスの乗り方という

か電車も含めてなんですけど今切符の買い方は知らないとか、そういうことがありますので、こういっ

た機会に地域一丸となって使う使わないは、またその子供さんの判断になるかと思うんですが、小さい

うちからそういうものに慣れてくれないと選択肢にも入りませんので、そこはやはり皆さんで立ち入っ

て、社会教育の一環としての位置づけで、ほんとは地域の方授業でやられてたんですね、事業者さんに

依頼して乗り方の教室を学校の授業の一環としてやられてるところもありますので、そういった位置づ

けで活動をされて、地域でほんとに広がっていいことだと思いますので、是非、そういった活動いただ

ければと思います。以上です。 

 

夏目座長 

 ありがとうございます。ほかはよろしいでしょうか。 

 

加藤副会長 

 １つだけいいですか。山の湊ってどういう意味ですか。 

 

市長 

 もともとはこの地域の賑わいを江戸時代に表現したものが山湊馬浪といったことで、それをとって総

合計画に乗せておりますが、いろいろな交通流通、人の流れも直接山の中に入る湊というそういう意味

であります。 

 

加藤副会長 

 何かといいますと、先週合宿で鳥羽の答志島に行っていたんですよ。それで鳥羽のマリンターミナル

から市営定期船に乗って、答志島は３つ港があるんですが、離島の場合だと絶対に港を通らないといけ

ないので、港が一番人が行きかったりとか荷物があったりとか一番賑やかですし、拠点になるところで

すよね。そういうところで人が待っているとか、そういうのって昔はバスターミナルとか駅とかはみん

なこうだったのかなと思いながら島を後にして、それで今日、恐縮なんですけど車で新城市の市内に入

ったら「山の湊しんしろ市」というキャッチフレーズが書いてあって、これだよな、と思って。新城だ
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と駅とかバス停とかなんですけど、その鉄道とかバスの拠点のところをまさに山の湊っていうそういう

コンセプトで、賑やかなところとして作れるといいんじゃないかなと個人的に思いました。その意味で

は、さっき市役所はあんまり来ないんじゃないかと申し上げたんですが、全国的にはむしろ市役所がバ

スターミナルになって、市役所にこそ人がどんどん集まって、１階のロビーは市役所に用事があるとい

うよりは、そこで集まって話とかいろんなことができる場所として整備するような例もでてきています

し、合併したところですといわゆる庁舎が空いているところがあるので１階はそういうふうにバスの関

係にして開放しているところもかなりあります。そういうところを今度まさにこの山の湊っていうのと

関連付けたらすごく面白いんじゃないかと勝手に思いましたので発言しました。全く関係ないことを言

いまして。 

 

夏目座長 

 いいえ、いいえ。では何かご発言されたいことがもしあったら、よろしいですか。 

 

市長 

 ありがとうございました。最後の加藤先生の山の湊で閉めたいと思います。どうもありがとうござい

ました。 

 

夏目座長 

 それでは事務局にお返ししたいと思います。 

 

事務局 

それでは、長時間にわたりまして、熱心に協議検討していただきましてありがとうございました。以

上で公共交通会議を終了させていただきます。お忙しい中ありがとうございました。 

 

 

 


